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「 全力 」
１０月２日（土）、熊本県中体連陸上競技大会が熊本

市の「えがお健康スタジアム」にて開催され、本校から

も７名の生徒が阿蘇郡市の代表として出場しました。当

日は快晴で、１０月になったとは言えども夏を思わせる

ほどの暑さでした。

今年のこの大会は、新型コロナウイルス感染拡大下で

の開催ということで、感染防止に最大限の配慮を講じて 【 全力を尽くす姿は輝いていました 】

行われました。例年であれば、出場生徒に加えて、応援

生徒やご家族で一杯になるスタンドが、参加生徒とその ○代表女子 800m 成松美優さん

学校関係者のみに入場制限されており、肝心の保護者の ○代表女子 100m 佐藤綾香さん

方々でさえ観覧できないという状況でした。 ○代表男子走高跳 江藤優空さん

当日は内村教諭と工藤教諭が競技役員をかねて引率し ○代表女子 100mH 河津咲希さん
ており、生徒が競技に臨む表情を間近で見ていたのです ○代表女子走幅跳 石松桜花さん

が、それぞれの生徒が覚悟を決めたかっこいい表情だっ ○代表男子 400 m 佐藤悠仁さん

たとのこと。最高の会場で全力を尽くせた経験は、次の ○ 1年男子 100 m 武石 琉さん

新たな挑戦への何よりの力になると信じています。

「 輝く 」
１０月８日（金）、「阿蘇郡市科学・発明工夫展」が開催され、本校から出品した６作品

が、下表のように全て入賞することが出来ました。

【科学展】

○入 選「甘いトマトはどうして沈むの」 河津結奈さん・長尾望愛さん

○佳 作「メントスコーラの真実」 石松桜花さん・江藤美野さん・佐藤結心さん

○佳 作「色彩職人～色の謎に迫る」 德田一翠さん

【発明工夫展】

○県優賞「カギかけ忘れん」 佐藤悠仁さん

○県優賞「テープの身長計」 原田賢太郎さん

○入 選「どこでも手洗い器」 武石 琉さん

それぞれに夏休み明けから放課後の時間を活用し、理科担当の内村教諭・坂本講師と共

に、毎日、取り組んできた成果です。おめでとうございました。

なお、発明工夫展で「県優賞」を受賞した２作品は県大会にも出品されています。

「 日常 」
新型コロナウイルスの感染リスクが「レベル３」に改

善したことを受けて、本校でもフッ化物洗口を再開しま

した。生徒登校時に、室原明美さん、北里りえ子さん、

佐藤ゆみさんのご支援のもと取り組みます。新しい生活

様式の習慣化を図ると共に、その時々の状況をふまえな

がら、日常の取組を少しずつ戻していきます。 【マスクをしたままうがいをしています】


